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論文審査の要旨

結膜充血および流涙を伴う短時間持続性片側神経痛様頭痛発作（short -lasting unilateral 

neuralgiform headache with conjunctival injection and tearing: SUN CT）と頭部自律神経症状を

伴 う短時間持続性片側神経痛様頭痛発作（short-lastingunilat eral neuralgiform headache 

attacks with cranial autonomic 叩nptorns :SUNA ）は三叉神経 ・自律神経性頭痛に分類 される

稀な一次性頭痛である。ともに一側の眼嵩部を中心に 1～600 秒間持続する中等度～重

度の頭痛発作で、SUN CTは同側の充血および流涙、SUNAは同側の充血または流涙のど

ちらか一方を伴う。 SUNCT /SUNA の報告は欧米中心で、本邦からのケースシリーズの報

告はなく、本邦の SUNCT/SUNA の臨床像を検討した。

対象は2011 年2月から 2017 年 1月までに富永病院を受診し、国際頭痛分類第3版に

基づき、 SUNCT/SUNA と診断された20例で、 SUNCT 11例（男性 8例ラ女性3例，59.5 ±

20.5歳）、 SUNA9 例（男性5例， 女性4例，51.3±1 8.4歳）である。

20 例の発作の平均持続時間は 91.9 ±87.9 秒で、随伴症状は鼻漏が 9例（45.0 %）、 顔面

の発汗が 1例（5.0% ）でみられた。治療はラモトリギンを用いた 9例全例で有効性がみら

れたが、2例で皮膚症状の劃作用がみられた。痛みが激烈な症例に対して、 短期予防 と

して施行したリドカイ ン持続静注は 6例中 5例で有効性がみられた。本邦の

SUNCT /SUNA 症例は欧米と同様にラモ トリギンとりドカイン持続静注が有効で、あった。

本研究は本邦における SUNCT /SUNA 症例を詳細に検討した貴重な研究結果であり、

本疾患の診断や治療において重要な役割を果たすことが期待できる有意義な研究であ

ると評価す る。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに臨床神経筋病態学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。
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